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深浦町の概要
◆人口 9,691人 (Ｈ22.10.1国勢調査)

◆世帯数 3,532世帯 ( 〃 )

うち高齢者単身世帯546世帯、高齢者のみ世帯628世帯

◆面積 488.85k㎡ (県内5番目の広さ)
(森林・原野面積が90％以上占める)

◆海岸線の長さ 78km
◆国道の長さ 64km
◆行政区 35
◆高齢化率 41.04％ (Ｈ26.2.1現在)

◆就業者人口 4,076人 (Ｈ22国勢調査)

産業別 1次1,092人 2次858人 3次2,126人

◆小学校 3校（児童数324人 H26.5.1現在）

◆中学校 3校（生徒数194人 〃 ）
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深浦町の誇れる資源

■ひとつの町にＪＲ駅が18駅
日本一ＪＲ駅の多い自治体

■主な全国100選など

①世界自然遺産「白神山地」
（16,971ha、H5.12.11）

②北金ヶ沢の大銀杏幹回り22m
日本一（H16.9.30）

③青森県私たちの名水
神明宮のトヨの水（S61.3.20）

④平成の名水百選
沸壺池の清水（H20.6.25）

⑤日本の渚100選
岡崎海岸（H8.7.10）

⑥日本の水浴場55選
千畳敷（H10.5.28）

⑦日本の水浴場55選
岡崎海岸（H13.5.28）

⑧日本の夕陽100選
深浦の夕陽（H12.5.17） 3



深浦町の歴史 深浦町には、寅平遺跡、八森山遺跡、一本松遺跡等の遺跡が多
数散在し、その発掘調査から縄文時代の前期から先住民が生活し
ていたことがわかります。

日本最古の正史である「日本書紀」には、今からおよそ1350年前、
斉明天皇4年（658年）に、阿倍比羅夫将軍が蝦夷征討して帰順(服
従)した蝦夷たちを有間の浜に招いて大饗宴を催したと記されてい
て、その「有間の浜」が、深浦町の「吾妻の浜」であると伝えられてい
ます。

深浦港は、寛永12年（1635年）に津軽藩から四浦のひとつ（他に、
青森、鯵ケ沢、十三湊）に定められ、奉行所・御蔵が設置されて、江
戸時代中期から明治時代中期まで上方と蝦夷地を結ぶ貿易船「北
前船」の風待ち湊として賑わいを見せました。

円覚寺
坂上田村麻呂が陣中で使ったかけ仏と、聖徳太子の作と云われる十一面観

音が安置されたのが起源と伝えられる円覚寺には、北前船の航海の無事を感
謝し自らの髷を落として作った髷額や、北前船を描いた絵馬が数多く奉納され
ています。中でも、幻の船と呼ばれた「北国船」の絵馬は、日本で唯一とされ、
それらを含む106点が、円覚寺奉納海上信仰資料として国重要有形民俗文化
財に指定されています。また、境内には青森県最古の木造建築で国の重要文
化財に指定されている「薬師堂内厨子」もあります。

復元北前船「辰悦丸」が深浦港に寄港
(昭和61年6月)

明治22年(1889年)4月 岩崎村・深浦村・大戸瀬村が誕生

大正15年(1926年)4月 深浦村が「深浦町」に

昭和30年(1955年)7月 深浦町と大戸瀬村が合併し「深浦町」

平成17年(2005年)3月 深浦町と岩崎村が合併し「深浦町」
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東奥日報(2014年3月28日)

深浦町の高齢化率41.04％
（Ｈ26.2.1現在）

・・・県内3番目の高さ
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東奥日報(2014年5月9日)

日本創生会議による人口推計

【深浦町】
2010年(H22)→2040年(H52)

総 人 口 9,691人 →  3,872人（▲60.0％）
若年女性 648人 →    134人（▲79.3％）
（20-39歳）
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浜町商店街

深浦町中心部商店の状況
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駅前商店街店舗数の変化
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浜町商店街店舗数の変化
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昭和50年頃の店舗の状況

合計55店舗

平成23年時の店舗の状況

合計36店舗



地元商店減少の背景

来店者
減少

売上減
少

扱い商
品減少

問屋配
送減

品揃え
不足
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地元スーパーによる戸別訪問型サービス（買い物配達）

車で片道20分～35分

車で片道15分圏内

車で片道15～20分圏内
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「買物弱者支援アンケート調査」（深浦町商工会平成25年度実施）の結果（抽出）
対象：町全域の70歳以上高齢者 1,213人、 回答者：860人（回答率：70.89％）
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深浦町商工会‐買物配達便モデル事業の実施
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深浦町商工会が平成25年度に実施した「買物弱者支援アン
ケート調査」の結果を踏まえ、買物配達便モデル事業を実施

・実施期間
平成27年1月～3月（3箇月間）

・対象地区
岩崎地区
（町全体3,894中､1,020世帯）

・対象数
350世帯（70歳以上の単身
及び高齢者のみ世帯）

・配達日
週2日（火・金曜日）

※世帯数は11月末現在の住基
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事業実施の課題 （商工会モデル事業比較）

商工会モデル事業（Ｈ26） 国交省モデル事業（Ｈ27想定）

対象世帯 岩崎地区約350世帯
（70歳以上の高齢者世帯）

1,174世帯（Ｈ22国調における高齢者単身及
び高齢者のみ世帯の合計）

参加商店数 商工会会員で岩崎地区の商店中心 全町の商店（商工会会員）に参加呼びかけ

対象商品数 24品+惣菜 さらに希望品 参加商店の扱い商品

配達頻度 週2回（火・金曜日） 週3日（月・水・金）

注文受付 商工会 電話による受付 検討

集荷 商工会 検討

配送 商工会 物流事業者

配達料金 無料 利用者、参加商店、行政が負担

商品代金 配達時に現金引換え 配達時に商品代金+配送料徴収

付加機能 見守り 見守り

課題 ・関係機関（商工会、社会福祉協議会、物流事
業者、行政）の役割協議
・配達料金の分担
・事業の持続性検討
・全体の仕組みを検討 21



深浦版物流システム維持と買物支援の取組（案）
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高知県大豊町の仕組み
を参考に、地域商店の参
加を呼びかける→商店の
売上増も目指す。

【課題】
①注文受付の方法
②商品の集荷
③注文票の作成
④送付状の作成
⑤代金収納（配送料含）



町産業振興と物流システム維持
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地域住民

高齢者

買物環境の改善

地元商店

地域住民の
利用促進、

売上増

行政

買物弱者対策

高齢者見守り

物流事業
者

過疎地域に
おける物流
事業の維
持・効率化

持続可能な仕組みづくりのために
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町産業振興と
物流システム

維持


